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めむろ大感謝祭2023開催！！
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Ｐ２　めむろ大感謝祭2023を開催！
Ｐ３　ＪＡめむろ「フォトコンテスト」の結果について
　　　めむろファーマーズマーケット愛菜屋
　　　　感謝祭　お客様に１年の感謝を込めた一品
　　　　プレゼントを実施‼
　　　　今年度157日間の営業が終了
　　　営農貯金お積立のお知らせ
Ｐ４　北海道枝肉共励会（交雑の部）最優秀賞受賞‼
　　　あぐり広場
Ｐ５　「ＪＡ北海道大会実践フォーラム」でＪＡめむろの実践事例を発表
　　　ＪＡ女性部（女性部情報）
Ｐ６　農業経営講座「主要作物の栽培管理」を開催しました

Ｐ６　GAP（農業生産工程管理）に取り組みましょう！
Ｐ７　土壌凍結深抑制システムを活用しましょう
Ｐ８　ＪＡコネクトに関するお知らせ　
Ｐ11　農業者年金保険料の確定申告について
Ｐ12　秋季仕事体験を開催しました！
　　　年末年始期間中の営業と休業のご案内
Ｐ13　年末年始のＡＴＭ稼働時間のご案内
　　　本所窓口受付発券機のご利用のお願い
Ｐ14　共済課からお知らせ
Ｐ15　芽室町からお知らせ　
Ｐ16　農協法公布記念日にあたっての組合員・役職員へのメッセージ
Ｐ17　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎
Ｐ18　芽室町農協史
Ｐ20　令和５年度くるまつり

今月の

メムオロ太鼓による演奏メムオロ太鼓による演奏 ヒーローショーヒーローショー 豚汁販売豚汁販売

　11月23日、芽室町のＰＲ、まちの活性化を図ることを目的に農商工が協力して「めむろ大感謝祭2023」
を開催しました。
　はじめに、実行委員長である中村佳貴青年部長の挨拶のあと、メムオロ太鼓の演奏開始により感謝祭が
始まり、「雷炎の化身　ジバサンダー」によるヒーローショー、的当て運試しゲーム、恒例の馬鈴しょ「マ
チルダ」詰め放題のイベントを実施しました。
　そのほかにも、農産物販売ではマルシェ風にディスプレイし、「マチルダ」や「メークイン」などの馬
鈴しょ、長いも、ごぼうなどを“感謝祭価格”で提供しました。また、青年部各支部や女性部による屋台
や、芽室町観光物産協会や芽室町商工会青年部のご協力のもと、芽室町産農産物を使用した感謝祭限定メ
ニューが販売され、催し物では子どもたちが楽しめるように射的や釣りゲーム、牛の乳搾り体験、バター
作り体験、トラクター試乗体験などをおこないました。
　感謝祭の締めくくりに大抽選会をおこない、特賞の商品券（３万円相当）やめむろ産牛肉、ＪＡ加工品
セットなどめむろの賞品を中心に用意し、抽選券の控えを片手に皆様期待を胸にステージを見つめていま
した。
　最後に恒例のもちまきをおこない、暖かく天候に恵まれ大変多くのお客様が来場され、最後まで楽しん
でいただき大盛況で終了しました。

めむろ大感謝祭2023開催！！
～暖かく天候に恵まれ、たくさんのお客様にご来場いただきました～

射　的射　的 大抽選会大抽選会バター作り体験バター作り体験 もちまきもちまき
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　11月３日、毎年恒例の「愛菜屋感謝祭」一品プレゼントを
実施いたしました。
　今期最後のイベントとして、当日商品をご購入いただいた
お客様へ、１年の感謝を込めて農産物や加工品を生産者の手
からプレゼントされました。
　プレゼント商品は、じゃがいも、南瓜、ごぼう、ゆり根、
ながいもや加工品など取り揃え、お好みの商品を選ぶお客様
で長い列ができ、午前中になくなる盛況ぶりでした。お客様
からは「いつもありがとう」「来年もよろしくお願いします」
など、温かいお言葉をいただき、消費者との交流を深められた貴重な一日となりました。

　11月29日（水）をもちまして、無事に今年度の営業を終えることができました。
　本年、愛菜屋生誕30周年の節目の年、４月28日オープンより157日間にわたり、大勢のお客様にご来店
いただき誠にありがとうございました。
　ファーマーズマーケット「愛菜屋」、「あいす屋」は、今後ともお客様に愛されるお店作りにつとめてま
いりますので、末永くご愛顧くださいますようお願いいたします。

　応募33作品の中から役員で厳正な審査をおこない、入賞作品が決定いたしました。今回のフォトコンテ
ストも昨年同様、芽室町の四季などの心温まる風景が想像できる作品となっております。

入　賞 応募者 地区・所属 作品名
特　賞 粟野　秀明 様 新大和 野良イモ退治

優秀賞
前﨑　仁美 様 上新生 桃の節句　午前６時
吉田　真弓 様 南大成 小豆播き
飛田　英政 様 中美生 散水

　入賞作品を含む13作品は、2024年オリジナルＪＡカレンダーに掲載させていただきますので、楽しみに
お待ちください。

ＪＡめむろ「フォトコンテスト」の結果について

めむろファーマーズマーケット愛菜屋めむろファーマーズマーケット愛菜屋

お客様に１年の感謝を込めた
一品プレゼントを実施感 謝 祭

今年度157日間の営業が終了

　令和５年度の営農貯金は、積立基準に基づき11月30日に積立させていただきましたのでご報告
いたします。
　貯金課窓口にて営農貯金証書をご記帳させていただきますので、ご来店の際は、窓口担当者ま
でお声がけください。

　《令和５年度 営農貯金・ゆとり貯金適用利率》
　　・営農貯金　　　　　0.032％
　　・ゆとり貯金　　　　0.012％

営農貯金お積立のお知らせ
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あぐり広場
◆理想の異性像または好きな芸能人は？
　上白石萌音
◆休みの日は何をしていますか？
　 ドライブか温泉巡り
◆尊敬する人は？
　ラマヌジャン
　ちゃんとした教育を受けていないにも関わらず、
数学会の未解決問題やいろいろな証明を成し遂
げたところです。こんな天才になってみたかっ
たです。
◆自分の性格を一言で表すと？
　自由奔放
◆一番のやりがいは？
　目に見えるゴールがあることが１番やる気につ
ながります。
◆将来の仕事、プライベートでの目標は？
　このままちゃんと農家として安定的に過ごして
いくことです！

西北伏古農事組合
▲

山口裕輝さん
（22歳、２年目）

氏名（年齢、就農年数）

▲

山口昭幸さん経 営 主

▲

北海道枝肉共励会（交雑の部）最優秀賞受賞！！
関山　株式会社　大野フアーム．

　10月21日、㈱北海道畜産公社十勝工場（ホクレン農
業協同組合主催）で開催されました「北海道枝肉共励
会（交雑の部）」（出品者数：44名、出品頭数：68頭）
において、関山の株式会社大野フアーム．から出品さ
れた北美津久（雌・A ５ランク・枝肉重量577㎏・
BMS11・ロース芯面積87㎝・バラ厚8.7㎝）が最優秀
賞に輝きました。
　株式会社大野フアーム．の最優秀賞受賞は初受賞で
あり、この他にも、同日開催されました「北海道枝肉
共励会（乳用種の部）」（出品者数：43名、出品頭数：
43頭）で優良賞を受賞しました。

最優秀賞受賞を受けて（大野泰裕 氏）
　 　牛肉を生産するにあたり、関わっていただい

ている全ての皆様に感謝します。
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「ＪＡ北海道大会実践フォーラム」でＪＡめむろの実践事例を発表

　　４町の親交が深まりました！　
フレッシュミズ西部ブロック交流会　　

　11月７日、ニューオータニイン札幌において、ＪＡ
北海道大会実践フォーラムが開催され、村瀬雅道営
農部長が「次世代農業経営者との『つながり』」を
テーマに実践事例発表し、「新農業経営者育成シス
テム研修」「農業経営講座」などを通じて次世代農
業経営者を育成しているほか、対話や交流の場とし
て懇談会やスポーツ大会などの事例を紹介しました。
　実践フォーラムではそのほか、全国農業協同組合
中央会の中家徹顧問より「食料安全保障と食料・農
業・農村基本法の改正について」の基調講演や、北
海道大学大学院農学研究院の小林国之准教授より「次
世代農業者との対話状況調査を踏まえた対話の推進
について」の基調講演がおこなわれました。

　11月９日～10日の２日間、札幌市で第56回 JA 北海道女
性大会・北海道家の光大会が開催され、全道12地区から約
380名の部員が集い、当女性部から三役が参加しました。
　１日目は、各地区代表４名より家の光記事活用体験発表
がおこなわれました。発表終了後には、僧侶・作家である
草薙龍瞬氏による「迷い・ストレスから自由になる心の持
ち方」と題した講演が開かれ、参加者は真剣に聞き入って
いました。
　２日目には、グループワークがおこなわれ、他 JA 女性
部の部員と交流を深めつつも、各女性部の現状や活動内容
などの情報交換をし、学びある時間を過ごすことができま
した。

　11月14日、ＪＡ鹿追町でＪＡフレッシュミズ西部ブロック交流
会が開催され、ＪＡめむろ13名、ＪＡ十勝清水町８名、ＪＡ鹿追
町７名、ＪＡ新得町３名の総勢31名参加のもと、「サンキャッチ
ャー作り」を実施しました。
　サンキャッチャーとは、様々な色や形のビーズ等を組み合わせ
て作る窓辺に吊るすインテリアの一種です。４単組混合で席が割
り振られ、同じ机の方同士で交流を深めながら楽しんで作成に取
り掛かっていました。ビーズの色や形、組み合わせに苦戦する場
面もありましたが、全員無事にサンキャッチャーを完成させ、実
際に窓辺で光を当てて、その綺麗さを堪能していました。

第56回 JA北海道女性大会・北海道家の光大会
� 女性部三役が出席

２日目のグループワークのようす
（写真中央、JA めむろ女性部 小林部長）
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ＧＡＰ（農業生産工程管理）に取り組みましょう！

　本講座は、基礎講座として、農業振興センターから発行している定期営農技術情報を基に技術の
狙いや考え方を理解し、リアルタイムで栽培管理に活用してもらうことを目的として開催いたしま
した。就農して年数の浅い方や改めて基礎から学びたいという方を対象に、６月と、８～10月に各
１回ずつ計４回開催し、８戸10名延べ30名の方の参加がありました。
　内容は、作物の生育ステージや天候に応じた施肥や防除管理の仕方、薬剤の特性による効果的な
使用方法など、時には現物を見ながら理解を深めるものとし、農繁期中の開催ではありましたが毎
回出席された方もおり、一つでも自分の営農に活かそうと熱心に聴講している姿が目立ちました。
　講座では、毎回アンケートを実施し、内容に対する感想や冬期に希望する講座についてご意見を
いただきました。参考にして次の講座を企画いたしますので、開催の際はぜひご参加ください。

農業経営講座「主要作物の栽培管理」を開催しました

　今年も残りわずかとなりました。ＧＡＰチェックリストの提出は終わりましたか？
　ＧＡＰは、より良い農業経営を実現するための、自分のための取り組みです。一年を振り返り次年度に
向けて改善計画を立てましょう。

ポイント1　十勝型ＧＡＰチェックリストを完成させ、必ず提出しましょう
　十勝型ＧＡＰは、ＧＡＰの５つの柱である「食品安全」、「環境保全」、「労働安全」、「人権保護」、「農場
経営管理」に関する要素が組み入れられています。
　漫然とチェックを入れず、一つ一つの項目を良く考えて、記入してみましょう。
・農協、農協以外の出荷に係わらずリストは必ず提出する！
・チェックは、各項目毎に思い返しながら入れる！
・できなかったことは、できなかったこととしてチェックする！

ポイント2　来年度は、何に取り組むか改善計画を立てる
　チェックリストで「できなかった」ことは、来年できるように準備を始めましょう。
　「今度から気を付けよう」のレベルではなくて、「どうしたら起きなくなるか」について、じっくり考え、
「具体的な対策」を立ててください。
　できることから一つずつ取り組みましょう。
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　ＴＡＦシステム内にあるてん蔵では、土壌凍結深などを確認できる土壌凍結深制御システムが利用でき
ます。システムは、地点と日付を入力すると現時点の土壌凍結深（推定値）がメッシュで色表示されます。
また、「雪踏み」、「雪割り」作業を実施した日付を登録すると、現時点の土壌凍結深に加え、今後の土壌
凍結深の予測も確認するができますので、野良イモ対策や小麦などの融雪材散布時期の目安にご活用くだ
さい。

雪割りシミュレーションを選択し、「雪
踏み」、「雪割り」を実施した日付を入力
すると、今後の土壌凍結深予測がグラフ
で表示される

土壌凍結深メッシュを選択すると現在の
土壌凍結深（推定値）がメッシュで色表
示される

土壌凍結深制御システムを活用しましょう
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ＪＡコネクトに関するお知らせ

１．ＦＡＸ端末機のパスワードを確認する

１．ディスプレイの
設定を押す

４．グループオーナー
を押す

２．Wi-Fi Direct を
押す 

５．オンを押す

３．下の矢印を押す

６．上の矢印を押す

接続方法のポイントは２点です。
１．ＦＡＸ端末機のパスワードを確認する。
２．Android または、iPhone に「BrotherPrinter」を設定する。

　ＪＡコネクトで受信した文書をＪＡのＦＡＸ端末機で出力する方法をお知らせします。
　なお、ＪＡのＦＡＸ端末機（ＭＦＣ―Ｌ2750ＤＷ（for NTT））は、Wi-Fi 機能搭載のスマホやタブレッ
トでしたら、無線ＬＡＮ環境がなくても、本体と接続して、直接プリント指示が出せます。 【Wi-Fi Direct®】
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２．Android または、iPhone に「BrotherPrinter」を設定する

７．手動接続を押す ８．SSID と PASS が
表示される

この状態から、次にスマホ
側の設定をおこないます。
パスワードは、機械によっ
て異なります。

９．設定アイコンを
押す

13．PASS を入力
して接続

10．Wi-Fi を押す

14．接続済み表示で
完了

11．Wi-Fi をオンに
する

12．BrotherPrinter
を押す

【Android 用の接続】
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９．設定アイコン
を押す

13．PASS を入力
して接続

10．Wi-Fi を押す

14．接続済み表示
で完了

11．Wi-Fi をオン
にする

12．BrotherPrinter
を押す

【iPhone 用の接続】

その他の方法

○パソコンにプリンターが接続済みの場合は、パソコンに「ＪＡコネクト」を登録してください。
　１．パソコン用アドレスを入力する。　https://jaconnect.jp/web
　２．ご自分の「アカウント（ＩＤ）」と「あいことば（パスワード）」を入力し、ログインする。
　３．印刷したい文書を開き、右上のプリンターボタンを押す。
　※�家族内で１台のパソコンを共有する場合は、使用後に設定画面でログアウトを押し、別の方が使用す

る度に「アカウント」と「あいことば」の入力をしてください。
　※ログアウトをしなければ、前回使用した方の画面となります。
　※タブレットも同様です。

○�スマホなどからその他プリンターへ直接プリント出力したい場合は、お使いの機器の取扱説明書に従っ
て接続をおこなうか、販売店へお問い合わせください。

注意…ログイン後に「お気に入り」に追加保存してください。（アイコンの登録はできません）

ＪＡコネクトに関するお問い合わせは、営農部　営農情報課まで
ＴＥＬ　６２－２３１３
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農業者年金の保険料は 『全額が社会保険料控除の対象』 です！
　毎年、確定申告の時期が近づくと、農業者年金保険料の申告方法や保険料支払証明書についてのお問い
合わせが多く寄せられます。お問い合わせが多い点について、ポイントと併せてご紹介いたします。

お問い合わせ先：営農部営農情報課　ＴＥＬ６２－２３１３
現在加入を検討されている方もお気軽にご相談ください。

・�納付した農業者年金保険料を社会保険料控除の対象として確定申告することにより、所得税と
住民税が軽減されます。
・生計を一にする配偶者、その他の親族の保険料を負担した場合も控除の対象となります。
・�前納納付（12月振替）により保険料を納付された方は、「納付年」または「納付年の翌年」のど
ちらかの年を選択して確定申告することができます。
　～本年12月23日（金融機関の休日の場合は翌営業日）に前納納付した場合～
　　①本年中の支払分として、納付した翌年の確定申告
　　②翌年分保険料の支払いとして、納付した翌々年の確定申告
　　　①�、②のどちらかを選択できます。
� 《国税庁所得税基本通達74》

○ポイント○

農業者年金保険料の確定申告について

〈納付した保険料の確認〉
◇�本年中に納付した保険料額は、保険料引落口座の通帳を記帳することで確認してください。
　毎月23日（金融機関の休日の場合は翌営業日）が振替日です。
◇ＪＡの農業者年金窓口において、１月下旬頃から保険料額を確認することができます。
◇ＪＡにおいて、農業者年金保険料納付額の資料を印刷することもできます。
　※印刷した資料は、公的な証明書ではありませんので、ご留意願います。

〈確定申告の際の保険料支払証明書の取扱い〉
　◇納付した農業者年金保険料を確定申告する際、保険料支払証明書の添付は必要ありません。
　◇確定申告書に保険料額を記入するだけで、申告することができます。
　《所得税法第120条第３項第１号、所得税法施行令第262条第１項第２号》

※そのため、農業者年金では、支払証明書の発行はおこなっておりません※

11



秋季仕事体験を開催しました！
　11月２日、大学３年生を対象とした秋季仕事体験を開催し、計５名の学生が参加しました。
　仕事体験では、ほ場へ出向き、てん菜の収穫風景を見学しました。職員から収穫に関わる説明を受けた
ほか、実際に職員が働いている姿を見るなど、ＪＡ職員の普段の仕事の様子について理解を深めました。
学生からは、「天候や人手不足などの課題がある中で、
組合員やＪＡが連携して仕事をおこなっている様子が見
られて勉強になった。」、「ＪＡで働きたいと考えており、
今回のイベントを通じてよりいっそう組合員のために仕
事がしたいと感じるようになった。」などの声が聞かれ
ました。
　その他、ＪＡの事業説明や資材店舗見学、グループワ
ークを実施し、ＪＡ職員全体の仕事について理解を深め
ました。
　今回の仕事体験を契機に、就活生へ当組合を志望いた
だけるよう、アプローチをしてまいります。 ↑ビートの収穫風景を見学している様子

年末年始期間中の営業と休業のご案内
月日

部署
12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 １月１日 １月２日 １月３日 １月４日 １月５日 １月６日
（木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土）

本　部
事務所

８：40～17：00
通常営業

休業（注） 休業

休業
８：40～12：00
通常営業

（農産部、購買課休業）

貯金
窓口

９：00～15：00
通常営業

９：00～15：00
通常営業 休業

組勘
窓口

９：00～15：00
通常営業

９：00～12：00
短縮営業

共済
窓口

９：00～16：00
通常営業 休業 ９：00～12：00

通常営業

金融中央店
９：00～15：00
通常営業

（12：30～13：30昼休憩） ９：00～15：00
通常営業

（12：30～13：30昼休憩）
休業

貯金
窓口

組勘
窓口

９：00～15：00
通常営業

９：00～12：00
短縮営業

購買店舗 ８：40～17：00
通常営業 休業

第　　１
スタンド

７：30～20：00
通常営業

８：00～16：00
短縮営業 休業 ７：30～20：00

通常営業

第　　２
スタンド

８：00～19：00
通常営業

８：00～16：00
短縮営業 休業 ９：00～17：00

短縮営業
８：00～19：00
通常営業

（注）　12月30日（土）はＪＡカレンダーで営業日となっていますが、休業とさせていただきます。
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貯金課からお知らせ

年末年始のＡＴＭ稼働時間のご案内
《年末年始の各ＡＴＭの稼働時間》

店　舗 12月29日（金） 12月30日（土） 12月31日（日）～１月３日（水） １月４日（木）

本　　　所 通常稼働
８：45～19：00

休日稼働
９：00～17：00 休　止 通常稼働

８：45～19：00

金融中央店 通常稼働
８：45～20：00 休日稼働

９：00～17：00

通常稼働
８：45～20：00

Ａ コ ー プ 通常稼働
９：00～19：00

通常稼働
９：00～19：00

《各ＡＴＭの稼働時間》

店　舗 平　日 土曜日 日曜・祝日
本　　　所 ８：45～19：00

９：00～17：00
休　止

金融中央店 ８：45～20：00
９：00～17：00

Ａ コ ー プ ９：00～19：00

本所窓口受付発券機のご利用のお願い
　窓口での待ち時間短縮のため、貯金・組勘窓口をご利用の際は、窓口受付発券機のご利用をお願いします。

①目的のご用件にタッチしてください。

②番号札が出てきます。

③�順番にお呼びいたしますので、おかけになってお待ちく
ださい。

④�音声案内と、窓口の案内表示にてお呼び出しいたします。

⑤窓口にてお手続きをおこないます。

【設置場所】

【お受付方法】
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走行中、雪山（岩）に接触
してしまい車両が損傷して

しまった

走行中、雪山の斜面により
転倒してしまい、
骨折してしまった

　毎年スノーモービルでの事故が発生しています。　毎年スノーモービルでの事故が発生しています。

ＪＡの自動車共済ＪＡの自動車共済でで
　万一の事故へ備えましょう。　万一の事故へ備えましょう。

「スノーモービル」を運転中の様々なリスク

冬シーズン前、加入有無の点検および
保障内容の確認をお願いします！！

◇新規に加入の際は下記の書類などをご準備のうえ、共済課までご連絡ください。

〈必要書類〉

　車名、型式、車両の規格（高さ、幅、大きさ）、総排気量、現車の写真など。

　※売買契約書や注文書など詳細がわかるもの。

〈お問い合わせ先〉
ＪＡめむろ　共済課　　　ＴＥＬ：６２－４２３４

ご自身の車両への保障 ご自身のケガへの保障

走行中、運転操作を誤り、同行していた友人
のスノーモービルと接触。お互いの車両が
損傷し、相手にケガを負わせてしまった

相手のケガ・モノへの賠償

共済課からお知らせ
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芽室町からお知らせ
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が公布され、今
年で76年を迎えました。
　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農
業生産力の増進」と「農業者の経済的社会的地位の向上」を図り、
国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法が制定され、
農協が設立されました。
　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合
原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」の基本に立ち、相互扶
助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆様の
営農と生活の安定並びにより良い地域社会の実現を目指し、今日
に至っております。

　新型コロナウイルス感染症の位置付けは本年５月より５類に移行し、コロナ禍以前の日常を取り
戻しつつありますが、各農畜産物の消費は依然として低迷しており、さらに、国際紛争や急激な円
安の進行による飼料・肥料をはじめとした生産資材の高止まりが、農業経営に与える影響は甚大な
ものとなっています。
　コロナ禍、国際紛争によって、世界の食料需給事情が一変しました。輸出制限をおこない、自国
の食料を確保する各国の動きが活発化し、世界的な人口増加による食料不足問題など食料争奪合戦
がすでに始まっています。我が国の食料を安定的にどう確保するのか。今こそ大いに食料安全保障
の国民的議論が必要となっています。
　ＪＡグループ北海道は、日本の食料基地であるという使命感に立ち、食料の安定生産・安定供給
と農畜産物の需要拡大を両輪として引き続き取り組むことが重要であり、国民の命の源である食を
守り続けるにも、まさに新しい農業を築き、未来の世代へ繋いでいかなければなりません。
　この厳しい時代だからこそ、国民が必要とし消費する食料はできるだけその国で生産する「国消
国産」という考え方は、消費者に知っていただきたい大切なテーマであり、1945年に国連食糧農業
機関（FAO）が発足した日、さらに1981年に国連が「世界食料デー」に定めた日である10月16日を、
「国消国産の日」として制定し、令和３年に日本記念日協会に登録しました。
　今こそ、この国消国産の周知、さらにはＪＡ北海道大会で確認された550万人サポーターづくり
を推進するべく、ＪＡグループ北海道が一体となって「アグリアクション北海道」と題した統一し
た取組みをしっかりと実践することが必要となります。
　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の拠り所とし、今後と
も組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業とＪＡの
発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージとい
たします。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会 

代表理事会長　樽井　功
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理 事 会 だ よ り
第８回（10月23日開催）

・議案第１号　�登録金融機関業務（国債窓販業務）
の廃止について

・議案第２号　�令和５年産秋掘長いも取扱要領に
ついて

・議案第３号　�ジェイエイめむろフーズ（株）の
定款の一部変更（案）の承認につ
いて

報告事項
１　主要なる内部及び外部会議の概要について
２　 令和５年度第２四半期内部監査結果報告につ

いて
３　令和５年度９月末仮決算について
４　職員の退職について
５　 第２四半期コンプライアンスに係る対応状況

について
６　 令和５年度上半期ＪＡバンク・共済苦情対応

要領に基づく苦情等対応状況について

７　 余裕金の運用状況（令和５年度第２四半期末）
について

８　令和５年産菌床椎茸上期取扱結果について
９　令和６年産民間流通麦の入札結果について
10　 令和５年産小麦の概算払と製品出来高につい

て
11　 令和５年産共同計算委託販売豆類の概算金単

価について
12　令和５年度９月末生乳生産状況について
13　 めむろファーマーズマーケット「愛菜屋」第

２四半期販売状況について
14　 食品加工事業の販売・製造報告及びジェイエ

イめむろフーズ（株）９月末仮決算について
15　 令和５年度「えだまめ収穫感謝祭」の開催結

果について
16　 令和５年度堆肥センター９月末稼働実績につ

いて
17　組合員の加入・脱退状況について
18　債務保証にかかる残高状況について

第13回　総代の選挙区
　総代を選出する選挙区は、各農事
組合を16地区に分けて定められてお
り、16地区それぞれで総代定数が定
められています。
　総代定数は総代選挙が実施される
直前の総代会（当ＪＡでは総代選挙
前３月の臨時総代会）で変更され、
その選挙区ごとの内訳は各地区の戸
数と正組合員数を基に算出していま
す。現在の選挙区ごとの総代定数は
右表の通りです。
　来年５月に控えている総代選挙に
あたって、組合員の皆様には年齢・
性別に偏りのない選出、立候補にご
協力くださいますようお願いいたし
ます。

連載ＪＡの基礎【総代編】
選　挙　区 選挙区内農事組合 総代定数

中 央 西 地 区 弥生・中島・芽室中央・西芽室・
東高岩・西高岩・北高岩 23

美 生 地 区 中美生・美生・東美生・美生西 28

上 芽 室 地 区 東報徳・報徳・上芽室・新朝日・
日進 20

渋 山 地 区 報国・渋山・渋山南 19
上 美 生 西 地 区 新美生・上美生西・北上美生 18
上 美 生 東 地 区 伏美・新大和・雄馬別 14
上 伏 古 地 区 上伏古・共栄 24

坂 の 上 地 区 丸山・明盛・坂の上・東坂の上・
博進 39

栄 地 区 豊来・常盤・栄 18

中 伏 古 地 区 日の出・西中伏古・東中伏古・
中伏古・南中伏古 24

北 伏 古 地 区 上北伏古・中北伏古・新北伏古・
下北伏古・北伏古・西北伏古 29

中 央 東 地 区
新生一・上新生・中新生・南新生・
西新生・北新生・東大成・南大成・
下美生二

29

西士狩・美蔓地区 西士狩東・大和・西士狩西・美蔓 24
毛 根 地 区 芽室太・東芽室太・毛根 18
祥 栄 地 区 関山・上関山・祥栄 25
平和・北明地区 平和・北明 13

合　　　　　　　　　　　　　計 365
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二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は１月号に掲載いたします。

11月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
フユジタク

１	 サンタがプレゼントを入れます
２	 パパー、ママー、どこー？
３	 欧米のクリスマスには、この鳥の
丸焼きがこよく食べられます

４	 大好きな歌手の――を見に行った
５	 レンコンは根のように見えますが、
実はこれ

10	「海のミルク」と呼ばれる貝
11	 除夜の鐘を突けるところもありま
す

12	 水や砂と混ぜコンクリートを作り
ます

13	 サハラ、タクラマカンといえば
14	 刃物で紙を加工して描きます
15	 冬の京都市は――冷えするといわ
れます

ヨコのカギ

１	 冬眠するものも多い大型の哺乳類
３	 謎の多い浮世絵師、東洲斎――
６	 その月の一番最初の日
７	 寒い日に吐くと白く見えることも
８	 授業中は謹んでくださいね
９	 ワカメの根元に近い部分
11	 ――予報によると来週は寒いらし
い

13	 建物が立っていない宅地
14	 ――の細かい滑らかな肌
15	 年越しに付きものの麺類
16	 チン！と鳴らすと人が来ます
17	 １号は東京と大阪を、２号は大阪
と福岡を結びます

18	 年賀状のイラストによく使われます。
令和６年は「辰」です

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

　
こ
れ
か
ら
産
業
組
合
運
動
は
約
五
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
に
な
る
が
、
そ
の
時
代

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
と
培
わ
れ
た
組
合
精
神
は
、い
か
に
畑
が
荒
れ
よ
う
と
も
、

決
し
て
地
に
埋
も
れ
は
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
争
激
化
の
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
七
日
、
産
業
組
合
十
勝
部
会
で
は
、
組

合
役
職
員
功
労
者
な
ら
び
に
勤
続
者
の
表
彰
を
行
つ
た
。

　
芽
室
関
係
で
は
、
部
会
主
事
補
の
中
田
弘
氏
。

　
　 

組
合
で
は
茂
木
松
太
郎
、
岩
波
克
敬
、
松
井
栄
太
郎
、
中
田
石
松
、
草
野

慶
造
、
菊
地
真
雄
の
六
氏
。

　
八
年
以
上
勤
続
者
と
し
て
つ
ぎ
の
十
四
氏
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　 

柴
田
春
吉
（
十
七
年
六
月
）
石
田
尚
（
九
年
五
月
）
横
講
正
（
十
年
五
月
）

茂
木
保
（
十
年
一
月
）
谷
口
公
（
八
年
三
月
）
中
田
金
吾
（
十
一
年
）
片

山
嘉
内
（
九
年
八
月
）
飛
田
寿
美
雄
（
十
三
年
三
月
）
宮
田
勝
二
（
九
年

六
月
）
鎌
田
栄
吉
（
八
年
六
月
）
駒
井
重
孝
（
九
年
）
犬
井
栖
子
（
十
年

七
月
）
三
浦
庄
平
（
十
四
年
七
月
）
鈴
木
鶴
治
（
八
年
五
月
）

　
五
年
以
上
で
は

　
　 

野
呂
一
之
助
、
鈴
木
十
喜
男
、
長
田
繁
一
、
鈴
木
芳
太
郎
、
犬
井
展
子
、

喜
多
健
一
、
森
川
政
吉
、
飯
山
喜
一
郎
、
河
村
義
信
、
川
野
正
雄
、
樋
口

栄
作
、
齊
藤
安
蔵
氏
が
光
栄
に
浴
し
た
。

 

（
一
月
号
に
つ
づ
く
）

旧事務所入口
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組
合
の
合
併
は
、
購
買
店
舗
が
一
カ
所
で
す
む
な
ど
或
い
は
販
売
に
し
ろ
組

合
に
よ
つ
て
価
格
の
高
低
が
あ
つ
た
の
を
防
ぐ
な
ど
多
く
の
利
便
が
あ
つ
た
。

　
こ
れ
で
名
実
と
も
超
大
組
合
と
し
て
再
出
発
し
た
の
だ
つ
た
。

　
芽
室
村
も
十
三
年
、
十
四
年
と
ひ
き
つ
づ
い
て
、
時
の
村
長
諸
戸
氏
が
「
村

を
町
と
す
る
」
許
可
申
請
を
行
い
、
そ
の
理
由
書
の
一
節
に
、

　「
昭
和
八
年
特
別
指
導
町
村
の
指
定
を
う
け
、
翌
九
年
報
徳
精
神
を
基
調
と

す
る
経
済
更
生
計
画
樹
立
実
行
、
い
ま
は
戸
数
二
千
百
余
、
人
口
一
万
三
千
に

お
よ
び
、
面
積
三
十
一
方
里
、
東
西
一

里
二
十
二
丁
、
南
北
十
一
里
二
丁
、
官

有
地
二
〇
、三
九
八・六
反
、
民
有
地

二
八
、五
三
三・一
反
（
内
、
田
一
、

三
五
一
、
畑
二
一
、一
八
三・八
、
原
野

六
一
、一
三
一
、
牧
場
五
、七
四
九
そ
の

他
）
云
々
」

　
と
、“
産
業
立
町
”
を
謳
つ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
昭
和
十
七
年
に
町
制
が

布
か
れ
る
に
至
つ
た
が
、
し
か
し
こ
の

頃
か
ら
戦
時
中
の
物
資
統
制
が
本
格
的

に
な
り
産
業
組
合
の
運
営
も
諸
統
制
法

連載 № 37

【
第
三
篇
：
戦
時
中
の
農
業
・
農
民
と
政
治
】

規
の
下
に
む
づ
か
し
く
な
つ
て
い
つ
た
。

　
豆
類
が
不
作
の
た
め
、
商
人
が
相
場
を
せ
り
上
げ
た
の
が
、
物
価
停
止
令
と
い
う
悪
法
に
よ
つ

て
摘
発
さ
れ
た
九・一
八
事
件
な
ど
も
、
そ
う
し
た
情
勢
下
に
生
れ
た
も
の
だ
つ
た
。

　
木
炭
藁
工
品
な
ど
も
統
制
さ
れ
、
一
方
に
は
第
二
次
大
戦
開
始
後
の
経
済
新
体
制
が
要
請
さ
れ

た
。

　
中
央
農
業
協
力
会
が
国
会
と
と
も
に
団
体
統
合
促
進
の
決
議
を
行
つ
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
末

の
こ
と
で
、こ
の
団
体
統
合
を
み
こ
し
て
財
産
処
分
を
す
る
組
合
や
農
会
が
出
る
ほ
ど
で
あ
つ
た
。

　
ま
た
昭
和
十
四
年
に
着
任
し
た
北
海
道
庁
長
官
戸
塚
九
一
郎
氏
の
構
想
に
よ
り
興
農
公
社
の
設

立
が
十
五
年
十
一
月
の
酪
連
総
会
で
決
議
さ
れ
、
だ
い
ぶ
斯
界
の
雲
行
き
も
か
わ
つ
て
き
た
。

　
十
六
年
八
月
産
組
道
支
会
総
会
で
、
支
会
、
医
連
、
北
連
、
酪
連
の
統
合
が
叫
ば
れ
、
つ
い
に

十
七
年
に
統
合
。
一
方
、
十
五
年
の
農
会
法
改
正
頃
か
ら
意
見
の
あ
つ
た
農
業
団
体
の
乱
立
と
整

理
問
題
が
、
二
次
大
戦
突
入
に
よ
る
経
済
統
制
と
農
業
増
産
に
迫
ら
れ
て
本
格
化
し
、
こ
れ
ま
た

十
八
年
三
月
の
農
業
団
体
法
の
通
過
と
な
つ
て
こ
こ
に
農
業
会
時
代
を
む
か
え
る
に
至
つ
た
。

　
こ
れ
で
産
組
運
動
は
一
応
終
止
符
を
打
つ
た
わ
け
だ
が
、
産
業
組
合
法
公
布
以
来
四
十
四
年
、

美
蔓
組
合
設
立
以
来
三
十
五
年
目
で
あ
つ
た
。

　
芽
室
町
農
会
と
芽
室
信
購
販
利
用
組
合
も
つ
い
に
解
散
命
令
を
う
け
、
昭
和
十
八
年
中
に
総
会

を
ひ
ら
き
、解
体
統
合
の
決
議
を
行
つ
た
が
よ
う
や
く
組
合
の
合
併
に
こ
ぎ
つ
け
て
か
ら
五
年
目
、

関
係
者
は
感
無
量
の
も
の
が
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
身
近
か
に
ひ
し
ひ
し

と
感
ず
る
の
は
戦
争
の
現
実
と
統
制
の
き
び
し
さ
で
あ
つ
た
ろ
う
。

産
組
功
労
者
の
表
彰

旧購買部（昭和13年頃）

旧事務所信用課

旧購買店舗内部
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